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鮎鮎学習指導を再開サるをこあたって（久保野雅史）

本校鮎乱数室の歴史

（且）旧鮎駁について（中村 豊）

（2）凱鮎教室設置の経緯（加藤 裕司）
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授業実践から

（息）中学且⑳2年生（43⑳42期生）（加藤 裕司）

（2）中学2年螢（竣2期生）（久保野雅史）

昏4 鮎駄と語学部活動（辻 弘）

＄5 関連資料（久保野雅史）

（1）且989年度語学ラボラトリ｝学会（鮎鮎鬼）関蔑支部

中学英語教育部会◎「第嶺回研究会」

（2）鮎鮎教室使用割当衰⑳授業担当者（息989…凰99¢年度）
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§¢ LL学習指導を再開するにあたって

1989年5月に，新館（7号館）建設と連動して進められていたLL教室の工事が完成した。そ

れまで3号館3階にあった高校図書室及び司書室の機能が新館に移され，その跡地が新しいLL

教室◎L工J準備室に充てられることになり，中学1年～高校2年の5学年に対して原則として週

1時間LL授業を実施することになった。

「1989年度，研究プロジェクト計画」（資料1）に基いて実施された1989年5月～1990年3月

までの約1年間の実践を整理することによって，本校のLL教育がこれから目指す方向性を定め

て行く足がかりとすることが本稿の一つの目的であった。しかし1990年3月に3名が転出◎退職

し，4月より新しい3名のスタッフを迎えることになった為，授業実践報告ほ大変に手薄なもの

となった。この部分は1990年度の研究をもとに次年度に発表の磯会を設定することとしたい。

この節のタイトルに「再開する」とあるように，本校でほ1965年～1975年頃までの10年間，L

L教室を使って授業が行われていたという事実がある。「温故知新」◎「失敗ほ成功の母」の諺に

ならって旧LL教室時代の設備◎授業をふりかえり，故障◎使用不能状態から廃棄に至った経緯，

また約15年間の空自の後に再びLL教室が設置されるに至った過程を明らかにして行きたい。そ

して，旧LLから現LLへと流れるLL教育の目標とほ何か。また，視聴覚（ÅⅤ）株券の飛躍

的な進歩により，Å（alユdio音声）だけでなくⅤ（visual映像）も教材として活用できるよう

になった現在のLL教育において「何ができるのか。何をなすべきなのか」について継続して考

えていく土台としたい。

1960年代の第一次LLブームのあと叫ばれた「Ⅰふ不要論」にもかかわらず，近頃，再びLL

教育が見直され，中学◎高校◎大学でその設置が急ピッチで進んでいる（資料2）。しかし，現

在の第二次LLブームの中だからこそ余計に，「‡JL不要論」に対する明確な回答や現在LLÅで

も討議されている「LL授業の定義とほ何か－LL教室で授業を行う必要性◎必然性－」に

ついて，常に意識的でなければならないのほ言うまでもない。

「授業初めにありき，機器を求む」であるはずが，「機器初捌こありき，……」に陥ってしま

う危険性があることは絶えず自戒しなければならないだろう。
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（資料1）
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§写 本校LL教室の歴史

＝）旧LLについて

1．設置年度：1965〔昭和40〕年4月

2・設置場所：現432教室～433教室（1B～1C）

（調整室を含めて2教室分の面積）

3．枚 種：SONYIJL

48ブース

オープンテープレコーダー使用

4．機 能：音声面に関しては最新の磯種と大差なし。 LL設置に先立って本校PTA検閲紙

「駒場会報」に掲載された保護者向けの説明記事から抜粋する。（資料3参照）

5．LLの使用

（1）LL配当時数：明確な記録ほ残っていないが，高校は各学級週1時間とし，中学に可能な

限り多くの時数を与えた。早朝や放課後にほ中学語学部などが利用した。

（2）教材：中学ほ主として検定教科書付きテープ，高校ほリンガフォン来会話など。

6．使用効果：数量的な測定結果は残っていない。

7．問題点：（1）カセットテープが普及する以前で，オープンテープだったた軌 テープを切

る生徒が毎時間何人も出て，教師ほテープつなぎに忙しく，この機種のもつ様々な機能を十分

にほ活用できなかった。

（2）調整室がLLの後部に置かれ，生徒を背後から眺める形である上に，調整室の窓がそれ

ほど大きくはなかったので，死角ができ，生徒の管理がしにくかった。

8．旧LIノの廃棄：電気製品の耐用年数といわれる10年を過ぎた頃から，生徒の乱暴な使い方の

せいもあって，故障のブースがいくつも出て，健全なブースの数がクラス全員分揃わなくなり，

語学部等の活動以外，LLでの授業は不可能となった。昭和60年度の校舎大改修の折りにLL

機器ほ廃棄され，旧LL教室ほ普通教室2室に生まれ変わった。1989〔平成元〕年4月に新LIノ

が完成するまで約15年間LLの授業ほ中断されたままだった。
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（慧）LL敬愛設置の経緯

LL教室ほ，1985年度（昭和60年度）の校舎改修の時まで，4号館3階にあったが，その時点

でオープンリールによる旧式のLLシステムほ稼働不能の状態にあった。その時点まで毎年LL

システムの更新を概算要求していたが，実現しなかった。校舎改修時に，3階に普通教室3教室¢

電算機室◎電算機準備室を設置することになり，LL教室ほ廃止されることとなった。LL教室

ほ，当時構想段階にあった総合教育棟（現在の7号館）の中に設置するということで，英語科ほ

LL教室の当面の廃止を認めたのであった。

しかし，総合教育棟が7号館として実際に建築される段階になって，設計者である東京都立大

の学校建築の権威であられる長倉教授によって，LL教室のような特殊な目的の教室が多目的用

途を持つ7号館の中に組み込まれることほ，本来の建物の設計主旨からほずれると指摘され，LL

教室ほ7号館内に設置されないこととなった。

当時，7号館の構想に関わっていた将来計画構想委員会（岡本。大道。小林◎加藤◎佐藤）ほ，

LL教室を当時の高校図書室に設置する案を示した。その方針に従って，概算要求として7号館

総合メディアセンタ｝システムと同時にLL教室設置の要求が取り上げられることとなった。そ

して，7号館完成の翌年度である1988年度（昭和63年度）に，全く好運なことに，その予算がつ

き現在に至っている。

§2 本校LL教室の設備

本校LL教室の設計に当たって，特に留意したのは，次の項目である。

1．音声だけでなく，映像情報も提供できること。

2．アナライザーによる情報を，コンピュータで処理し，ディスケットにデータを落とすことが

できること。

3．複数の映像◎音声情報を生徒に送ることができること。

4．LL準備室内の機器の情報も，LL教室に送り出せること。

5．マスターコンソールの操作が容易であること。

6．7号館とÅⅤ情報のネットワーク化を図ることができるシステムであること。

これらの項目のうち，特に，3の項目については，当初，最大3種額の映像情報を，生徒側が

選択できるようにしたかったのだが，予算の関係で，教師側の選択により最大3種類の映像情報

をブースの3つの島に個別に送り出せる形にとどまった。

LL教室配置図。映像系統図◎LL教室機器構成図。LL教室枚器一覧◎保有LL教材山覧を

次に示す。

（注）LL教材一覧のメディア項目のⅤはビデオ教材◎Lはレーザーディスク教材◎Aほカセ

ットテープ教材を表す。Cは，クローズド◎キャプション※付きのもの0

※聴覚障害者のために専用アダプターを用いて直面に出すことができる簡潔な字幕（英語）0
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LL教室機器一覧（その1）

番 品名 製造会社名 規格 致盈

＜＜ 詞審部 ＞＞

1 マスターコンソール AXÅ王 Lレ1（〉0 1

Z 同上取付卓 AXAl 1に含む 1

3 パワーユニット ÅKÅl 1に含む 1

4 マスターテープレコーダー AXÅ王 LT－ZO（） 2

5 プリンター ÅⅩA王 LT一与01 1

8 教材縫示裳鑑 ÅⅩA王 LL－15＄ 1

7 S－Ⅴ打S ビデオカセットコーダー VICTOR SR－5050 1

各 S－VHS ビデオカセットコーダー VICTOR lⅣ－Ⅴ吉6 1

9 マルチディスクプレーヤ SO村Y HDP－911 1

10 モニターTV ⅤICTOR 特注 1

11 フォトビクス TÅ削艮0村 TF80管 1

12 同上用エディター TAあ柑RO村 FE－80甘 1

13 同上用オートスライドフィーダーL TÅ那RO対 Sト12Z 1

14 ビデオ機器卓 AXAl 特注 2

1S コーナー露台 AKÅl 14に含む

16 ヘッドセット ▲ ÅⅩÅl LF－101 2

17 AVセレクター ÅKA王 特注 1

1名 ビデオキャブシ℡ン FUTE貰 FA－7川 1

19 同上用ソフト FtjTEK CÅP－1さ7S 1

20 ラボスピーカー A＆D DS－500 1組

21 パワーアンプ Å＆D DA－UllÅⅤ 1

22 教師用椅子 AXAl LG－101 1

＜＜ プロジェクター部 ＞＞

Z3 ビデオプロジェクター 削TSリ8IS‡壬Ⅰ LVP－1200X 1

24 プロジふクターリモコン 削TSUB！St†王 25に含む

Z5 インターフェースアダプター あ＝TSリ8IS打王 VC－1200よ 1

26 ビデオスクリーン トロラ B苫卜80は 1

27 噂蒋スクリーンコントローラ AXAI 特注 1

＜＜ 生徒部 ＞＞

28 ブーステープレコーダー AXAf LS－ZOOAD 4 2

2g ヘッドセット AXÅ王 LF－1（）1 4 2

30 モニターTV AXA‡ LE一之O3 21

31 2遜ブース AXAl 特注 21

32 椅子 AXAl LG－281 4 2

33 天井スピーカー ÅgÅ王 LE－与0之 6

34 映像分配器 ÅⅩÅⅠ 特注 2 2

＜＜ 準備室 ＞＞

35 EDβビデオカセットコーダー SO！汀 ED†－9000 1

36 S－VHSビデオカセットコーダー YICTOR SR－5050 1
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L L教室機器一覧（その2）

番 品名 魁遊金社名 規格 数澄

37 ”

BS村 Ⅴ王CTOR HRS－9008 1

3各 エディティングコンローラ YICTO茨 R姐Ⅴ一川00 1

3g 掲幾セレクター 46に含む

40 政事ビデオタイトラー SO村Y スⅤ－J550 1

41 マルチディスクプレーヤー SO附 DP－L川¢0 1

る2 モニターTV（S鳩手付） VICTO梵 AV－H150S 2

43 デジタルオーディオテープデッキ Å＆D D－gO（〉0 1

44 チふ－ナー（FM／AM） 舶D DÅ－F9000 1

45 オーディオアンプ SO村Y T真一AV9gOD 1

46 グラフィックイコライザー Å＆D DÅ－E950 1

47 マトリクススイッチャー A‡はl 特注 1

48 スピーカー DlÅTO村E DS－33E文官 1組

4g ヘッドホン Å＆D 2

50 ステレオマイクロホン A＆D 削－20ま 1

51 マイクミキシングアンプ 43に含む

52 アナログプレーヤー A＆D LT－g写0 1

53 ダブルカセ・7トヂッヰ A帥 GX－930 1

54 カセットデッキ Å＆D G又一Z9100 1

55 マルチパンドラジオ SO打Y ICF－200柑 1

56 高速カセットプリンター SO対Y CCP－110 1

57 ÅⅤマルチテーブル Å好AI 61に含む

5る CDリピータ SO討Y CDレ100 1

Sg 同上用ソフト（申1用） SO封Y C腎S－571 1

6（）タイマー 組D DC－13各 1

81 機器収納ラック ÅⅩAI 特注 1

＜＜アナライザー＞＞

62 アナライザー（ソフト付） 至ほC，ÅKA‡ ÅR－1 1
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L L敷布オー男違

：分頸：メディア： ソフト名 出版社名

88－1

88－Z

8a－3

88－4

88－5

88－6

88－7

88－8

さ8－9

88－10

88－11

88－12

る8－13

88－14

88－15

88－16

88－17

88－18

88－1g

88－ZO

88－21

88－22

88－23

88－24

88－25

88－28

る8－27

88－28

88－29

8番－30

＄さ－31

88－3Z

88－33

88－3丘

88－35

88－38

88－37

88－38

88－39

88－40

88－41

88－42

88－43
名8－44

88－45

88－48
8る－47

8る－4＄

る8－4g

88－50

88－51

88－52

88－5き

88－54

88－55

88－56

88－57

C

C

C

C

C

C

e

C

C

C

V
L
L
L
V
A
V
V
V

V

V
V

V

V
V

V

V

A
Å
A
A
A

A
A
A
A
A

A

A
A
A
Å
A
九
九
A
A

A
A
A

A
Å
A
A

A
Å
A

A

A
L
L

L
L
L
L
L
L

On 馳Go

柑ew 王王Orizon lLa＄er Disc

Ⅳew Horizon 2 La＄er Disc

がew Horizon 3 Laser Disc

ロぐせ発音特訓ビデオ

エレメンタリーLL英語教本
フレッシふL L ビデオ

マイセサミストlトト恭一ムヒ′デオLearning aboutletters
Getting詑eady とO Read

l●m Giadl－m 如e．

Getting Ready for schooI

Learning しO Add and Subtract

Big Bird●s story time

Abouと Britain

T†shot U．S．A． vol．1

TV shoと U．S．A． vol．2

TV shot U．S．A． Vol．3

英富吾ヒアリング 実力完成問題集
ニュ叩ジムニアL L英語教本
JoyrulA－O English

UniYerSalA－O Engli＄h

GeneralEnglish Test

Ba＄icsin Listening

Strategiesin Listening

ListeniIlgin いIe宍ealⅣorld

Li＄ten for 王も

Betとer Listeningl

Beとter Listening 2

Beもt8r Listening 3

Listening Fluency

Dietation Fluency

Aeとive Listening

On Course

Ea＄t Westl

East 野est 2

恥addaya say？

List即、Laugh and Listen

Sbort Sbort for Listening Junior Course

inter打Iediate Course

Just Give UslO 祁i11uteS

MultiPractieein Listening

ヒ7リングの基礎演習
高校生のヒアリング演習（壬王S Listening Pracとice vol．1〉

はじめての英語発音

ヒアリングの演習

リダクションの慣習
英言霊版連想クイズ（正）
英語版連想クイズ（統）
Sony AuralEnglish Test

Top Gun

Back to the Future

Star War古 －Return ofJedi

Sとar Wars－The Empire Strikes Back

The Sound of Husic

Hy‡？air Lady

The好iz

只oman‡ioliday
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イント柑ヨ紬・ラーニンク■・システムスー

バイオエア

バイオエア

パイオニア

地球人村
大修館

大修館

日本出版貿易
日本出版貿易
日容出版貿易

日本出版貿易
日本出版貿易
日本出版貿易
マク ミラン

ジェムコ

ジェムコ

ジェムコ

開拓社

大鰻館
第一学習杜

第一学習祉

Sony

Lin糾al！壬ouse

Lin糾all壬ouse

Lin糾al‡壬ouse

Oxfor（】

0Ⅹford

Oxford

Oxford

Seido

Se王do

Seido

Oxford

Oxford

320－4170

320－4170

320－4170

University Press

Univer＄ity Press

University Pre＄＄

University Press

University Press

University Pres＄

Oxford tIniversity Pre＄S

Language Service

Seibido

討e闇 Current

Nev Current

村ew Currenと

金星堂
Ne嘲 Ctlrrent

lnもernaもional

王nternational

！nternational

lnternational

Seido

語研

雷雲研

マクグロウ・ヒル

マクグロウ・ヒル
Sony

PARA納OU鞘丁

粥CAl！OHE VIDEO

CBS／FOX VIDEO

CBS／FOX VIDEO

CBS／FOX VIDEO

PIOIほER

PIOチほER

P10♪ほER



結果的にほ，本校LL教室。LIノ準備室ほ普通のLL教室として考えられる仕様の他に次のよ

うな特別仕様を持つものとなった。

1．PC－9801をアナライザーとして使用し，データのやりとりをマスターコンソールとの問で

行える。また，データをディスケットに落とすことができる。

2．PC－9801のRGB映像をビデオプロジェクターとブースのモニターに送ることができる。

3．AV調整室からのRGB映像をビデオプロジェクターに送ることができる。

PC－9801のRGB映像をAV調整室に送ることができる。

4．LL教室のVTR（2台），LD，教材提示装置，マスターコンソールからの映像◎音声情報

および，準備室の機器の映像◎音声情報をLL教室のブースの3つの島に最大3系統独立して

別個に送ることができる。

5．ビデオキャプションアダプターにより，英語の字幕を写すことができる。また，

とRS232Cコードで接続してあるので，キャプションをプリンターで印字でき，

ケットにも落とすことができる。

6．AV調整室の送出架の磯器をリモートコントロールで操作できる。

7．BS。VHF。UHF。FMの受信ができる。

8．暗幕。照明。プロジェクタースクリーンの操作を手元で行うことができる。

9．LL準備室で映像◎音声情報の簡単な編集ができる。

PC－9801

またディス

§3 授業実践から

上記のようなすばらしいLL機器を導入して，初年度（1989年度）にどのような形で実践が行

われたか，簡単に報告したい。

ただし，初年度に担当した専任教官4名の内2名が転出したので，残る2名の報告となる。

（＝ 中学！◎2年生（加藤担当）

筆者は，中1◎中2のLLの授業を遇1時間づっ担当した。ただし，当初1年間のほずが，事

情によって1。2学期だけしか担当できなくなったため，その期間について報告する。なお，こ

の期間の詳しい実践報告ほ，別の磯会に行う予定である。

まず，中学1年についてであるが，教科書とほまったく別に，独立してLLの時間として1時

間確保できたので，1。2学期ほ発音指導を中心に据えて実施した。

発音指導については，大修館の「LIノ教本 英語発音ベーシックコース」を使用した。この教

材にほ，毎時間ごとに発音を確認するためのテストがついているので，毎回，アナライザーで記

録をとり，ディスケットにもデータを落としてある。分析ほ，別の機会の報告にゆだねるが，概

ね90％の正答率を維持できたし，生徒ほ，ゲーム感覚で楽しく取り組んでいた。

発音指導で1時間のうち30～40分費やされるが，残った時間ほ，生の英語をたくさん聞かせる

ために，TVから録画しておいた“Kid’sEれglish”を編集して見せたり，他の，ビデオ教材を健
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用した。ビデオ教材で特に中1用として，効果的なものほ，地球人村から発売されている“F．Ⅰ．

Å・臥所払mTyaini喝”であった。この教材は，英語のリズムを体で生徒に覚えさせるもので，

入門期に使用する教材として最適であると考えられる。

中学2年についてほ，教材として，大修館の「エレメンタリ｝ LL教本」を使用した。この

教材ほLL教材として古典的なものであるが，なるべく中学2年の教科書のレベルを大幅に越え

ないように最も易しいものを選んだ。この教材は，短い英文を聞かせて，内容をA㍑ralCbeck

で確認した後，演習させる形式をとっている。しかし，末修の文法項目もかなり出てくるので，

11月のL．L．Å．の研究会で研究授業を行う（蚤5（1）参照）までほ，文法事項を説明し，演

習を行ってから，最後に英文を聞かせてÅ㍑ralCheckを行った。このテストほ，選択肢を選ぶ

形式なので，全てアナライザーを使用して行った。結果のデータほ，ディスケットに落としてあ

る。生徒の理解度はほぼ90％を越えており，11月の時点まで1問も間違えていないという生徒も

複数いた。なお，11月の研究会のおりに，この教材の著者である筑波大学の浅野博先生を助言者

にお願いしたが，先生からほ，授業の進め方について，教材の本来の順序で行うように助言をい

ただいた。すなわち，英文を聞いてから，Å㍑ralC壬IeCkを行い，演習に進むようにということで

ある。この後，この順序で授業を行うようにしたが，アナライザーの分析では，正答率ほ以前よ

り有為さが認められるほど低下していないことが分かった。

この教材以外に，いろいろな，ビデオ教材を使用したが，中学1年にも使用した“F．‡．Å。

RhythmTraまnir唱”が効果的であった。しかし，中学2年で「照れ」が出てくるので，生徒によ

ってほ，いやがるものもおり，中学1年のように天真爛漫に練習を行えない部分もあった。

最後に，初めてLLを授業に使用して驚いたことほ，生徒が教材を繰り返し声に出して練習し

ているところをモニターしていると，3回目の繰り返しの時にほ，英語のリズムがかなり身につ

いているということである。発音の面でほまだまだ学ばなくてほならない生徒も多いが，中学の

蒔から，LLを利用している生徒達の将来が楽しみである。

（2）中学2年生（久保野担当）

英語学習におけるLL授業の役割ほ，スポーツ（例えばテニス）に例えてみるとわかりやすい。

外国人（例えばAET）とのやりとりが「試合」だとすれば，LL学習ほテニスを例にとるとフ

ォア◎バックのストローク，ボレー，サーブ，サーブ◎レシーブ等多球練習（球出しをしてもら

った1本打ち）によく似ている。

3学期（1990年1月－3月）だけ中学2年生（42期生）のLL授業を担当することになった。

中学◎高校の入試期間の自主学習のた捌こ実際の授業は各クラスとも7時間と非常に少なかった。

しかし担任学年のため，その他に週3時間検定教科書（NewCroⅥrn）を中心とした授業を行って

いたので，「週4時間担当する英語の授業のうちの1時間をL乙教室での授業に充てる」という

前提で他の授業と有機的に関連づけるように工夫しながらLL授業に臨めたのほ好運であった。
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基本的な授業のパターンは次に示すような3本の柱から構成されている。

0．Introduction－1野armUp

。生徒への指示（出欠確認，忘れ物のチェック，テープの準備，ヘッドセットの着脱等）は原

則として全て簡単な英語で行う。

。身近な出来事（大雪，ローリングストーンズのコンサート，学校行事等）を題材にした話を

し，関連した質問をする。

。この間はヘッドセットを付けずに全て肉声で普通教室を同様に行う。

1．個々の音の発音練習（単語→句→文）－アクセントとリズム◎音声変化を中心に－

く教材〉①「LL教本 英語発音ベーシックコース」島岡 丘（大修館）（資料l参照）

（参「はじめての英語発音」（セイドー外国語研究所）より抜粋（資料2参照）

（診「英語ヒアリング 実力完成問題集」島岡 丘（開拓社）より抜粋（資料3参照）

◎発音練習をスポーツとしてとらえ，「理論よりもコツ」を重点に指導。英語のリズムを強く

意識（リズム◎トレーニング）させながら，短くなる音，弱くなる（消える）音に慣れさせる。

。英語らしいリズム（強弱ゆ長短）で発音するコツがわかると，聞きとり能力あ向上すること

を体験させる。

◎詳しくほ「1990年度 語学教育研究所（語研）研究大会」（10月28日。東京外国語大学）で

の研究発表『AV機器の効果的な利用法（1）』を参照のこと。（2⑤も同様）。（資料4参照）

2．MlユSicTranscription－ブレイク＋αⅦ

く選曲の基準〉ロック◎ポップスのヒット曲（新旧問わず有名な名曲）のゃから，内容，表現

（語句，文法事項等）で関連のある物を選ぶ。（資料5参照）

く手順〉①その嘩やアーティストに関する情報を簡単な英語で話し，生徒の理解を確認する。

②曲を流し（音声テープ，ビデオ◎クリップ等），個々のブースのテープに録音させる。

（ヘッド⑳セットほ外す）

③歌詞のプリントを配り，個々にプレイバックしながら穴うめをさせる。

④解答を示す実物提示装置（データ◎ビューア）を利用。内容を簡単に解説する。

RhymingWords（韻をふんだ語）を発見させる。

⑤一部分を選び歌の練習をする。最初はメロディーを意識せず，手拍子のリズムにあわ

せて言葉をのせる。徐々にメロディーをつけていく。

L登重宝垂直型鮎」L［登塾をェ墾監を⊥聖遡墜

く教材〉「エレメンタリーLL 英語教本」浅野 博他（大修館）
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◎取払前任者から引き継いだ教材

⑳Å㍊㌻鼠急に払ec汝（対話内容についての確認テストタニ老択一◎5問）の解答デ｝タをアナライ

ザーを用いて集計し，コンピューターに記録したがそれだけにとどまり，アナライザーがなけ

ればできないようなデータの分析⑳活用ほ行えなかった。

－ヰアナライザーを「効果的に活用」したとほ言い難い

以上の3本（4本）の柱で50分間（実質45分間）の毒受業を；阻みたてた。1（発音練習）と3

（文レベルの発話練習）の個人練習を教師側で個別にモニターしプ 全体に共通するトラブル⑳ス

ポットほ，作業を中断させて全員に対して再度強調し復習⑳練習した。個々の生徒に特有な誤り

等ほヘッドセットを通じた相互通話（i如eycom）機能を通して対応した。

最後に評価（テスト）について考えたい。

「聴覚力」の測定ほ既存のテストによって可成りの部分測定可能であろう。しかし，これほ駁駁

がなくとも，アナライザ｝がなくとも測定可能であろう。しかし，「発話能力」の測定ほ個別に

インタビューでも行わない限り極めて困難である。そのうち「英語らしいリズムで発音できる能

力」に限定して考えてみたい。従来から筆記試験で「発音◎アクセント」の知識ほ問われて発た。

しかしその間題の得点と実際の発音との間に必ずしも相関関係が見出せないのほ周知の事実であ
タダミ

る。これほ「畳の上の水練」（水泳に関する知識があることが，必ずしも泳げることを意味しな

い）と平行的である。泳ぐ力は泳がせてみなければわからない。

「生徒人数分のテープ♭コ叫ダ仙（録音械）」としてのLむ教室の機能がこの問題に対する解

決の糸口となってくれるのでほないだろうか。
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（資料3）
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§磯 LLと語学部活動

本校にほ，目下，中学に語学部というものが存在している。名前ほ語学部であるが，実際は

「英語部」と言っても良く，英語の自主的な活動に重点を置いている。

語学部活動について特徴的なことほ，学年の進行に応じて，語学力の差が相当に顕著であると

言うことであり，日常の活動においては，あまりチーム◎ワークに馴染まないと言うことである。

スポ←ツ◎クラブのように，団体競技の勝◎敗を争うことほ比較的にまれであると言うことと，

学年が興ると学力も相当に興って来ると言う理由によって，チーム◎プレイをする場が，比較的

に少ないと言えよう。

そこで，語学部の活動を，大まかに，二種類に分けている。

1つほ，顧問である私が，学年別に，部員と対応して，学年別の指導をしている。もう1つぼ，

最上級生である中学3年生に，下級生の，中1，中2の生徒達の面倒を見させると言うことであ

る。

LLが導入される以前ほ，私の指導に関しては，学年毎に，興った1evelの英語の本を読んだ

り，異った1evelのテープ教材を使用したりした。又，中3生による指導についてほ，中3生が

下級生を指導しやすいような教材を与えて行わせていた。

LLが導入されたので，今年4月から，私の指導にLLを使いほじめたが，LLは大変に効率

の良い反面，ややもすると，athomeな雰囲気に欠ける面が生ずることがあるのでは無いかと思

える。

英語の正規の授業と違って，人間的接触を充分に計ることを目的とする，自主的なクラブ活動

においてほ，教師がCOntrOlするLLほ導入に少し無理が生ずるように思える。人数もかなり限

られているので，どうしてもLLを使わなければならないという量的必然性は薄いように思われ

る。

では，語学部活動にLLほ必要ないのだろうか。これについてほ，次のように考えている。

本来自主活動的要素を待った部活動であるので，LLに関して言えば，Mastercontrolを誰が

持つかと言うことが大切なpointと思われる。つまり，中学3年生のVell－mOtivatedst11dents

に対して，徹底的にLLのteacber側の操作の仕方を覚え込ませて，生徒のリーダーにLL学習

のmastercontro！を持たせると言う事が大切な側面と思える。

こうする事によって，指導する側（中3の生徒）と指導される側（中1◎中2の生徒）との間

に，信頼◎尊敬と言う望ましい心理的な土壌が出来るような気がする。

生徒の操作によるLLの事故を恐れているのでは無く，リーダーの生徒に徹底的に機会の操作

を教え込むことによって，技術的問題と同時に，心理的問題が解決するように思える。

むしろ，教師の役割はLLを操作する中3の生徒の指導に当り，かつ，一般の生徒に対しては，

学年別の指導をしながら，常に個別の指導が出来るよう心理的側面に重点を置いた方がよいと思

－163－



える。

語学部活動の顧問としての教師の役割ほ，むしろソフト教材の整備，上級生が下級生を指導す

る為のハ←ド。ウェアの整備，そして，自らほ個々の生徒の個々の欲求に対応出来るよう，むし

ろ，枚械を通した場合でも，常に，（i）生徒の顔を見て，（ii）常に肉声にて，直接話しかける

環境の方が良いのでほ無いかと思える。

L‡Jほ万能でほ無いが，また，同時にLLほかなり有力な武器ともなる。今後，このような考

え方で実験を重ねて行きたいと蘇っている。
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應監盈董
ニコr演瀦ア時代の新しい教拷三戊テム

鮭済随意ポ教離島
筑波東学嗣贋駒場高等学校

霊済済餓済済憲藍済綴済蜘慧

ー拭ぃパ

済
」

夢、鮫像、コおだュγタにも対応、

豊富な教樹を活用ぞ登る、Lに詔♭ラボ仇。

敢脅の殿堂として、蜜

れ蓋した。中心となるの

と伝統のみる学資に、ニューメディア対応のLL教案が設糀さ

イマスターコンソれルLL－100。目的別の筏作ボタン、

穏々の画商が出るオートスキャンカラーをニター、すぐれた機希臣と使いやすさで定評

のめるシステムです。孟た、プ…スデスクには12型カラ…ディスプレイ、さらに別系続の

送り出しとして、コンビェ…タ画像夕舶諒の太型ビデオプロジェクタも装鮨。2系統の映

像による、比綬授澄もおこなえ遺す。

ー173－
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パウ⊥アンプ

伽仰恩遇翌紛スピーカー
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閻 罵済欒
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42怖のLLフルラボ教室ですも班別なリピート機柄を備えたブースデッ

キをはじめ、デスク配列ごとに、3碓労iの邦った峡橡ソースの送り出し

が可能。AVだけでなく、コンピュータ時代にも対応したシステムで‾先
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川Lてい達す。また、鵬繊数汚コントロール鮎鵜議書のコンピュータともIl－！

紋で密喜び、各節のデータを、LL紋盗とデータ交換ができます。
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中喝準部率艶閑①砂望怨
とこ展開寛支溺中学英語教育溺金

批息慧廿凌。発行憲鎧普段藤 仁

瀾革腰元額應解像済駁♂乱立鼠研夢窓会率済歯

学妙習；『詔ジピ芝軸夕豊冨よる軍曹ライず脚を事項確♭た授業」

富¢監霊蓬髪欝 援護者…鵬鋼

盈な 済 時 平成東饗息及屑営農琵 琶漉き慧；息8～3：88pや！托。
望◎翠 級 筑碇無学夢紺罵鮪喝中学校翌年誤認 男子蔑む名
認砂敦 紺 済嘗e悶璧約禽鼠㌢ぎ』虹冒閃電葛篭sね馳『等e宅永鰭騒き∈別紙多野3
亀⑳指曝鰐餞 発露の表現藍這習熟膚普苺
5。准将の緒曝の藍澄

渡揺濃霧を褒賓硯姦濃孝亨形：

e¢選¢ 農ねe急㌘汐窃関鼠㌘璧欝窃富田g忠¢だば㌘¢Peち

窃◎音旨寄越穫
星争覇敦館の提東
電急き憲法事項；首夕悶罵窃盲抗告息¢Eと量㌢怨Pe¢
藍還∋菅の青酸戯蓑硯…迦冴0日鼠㌘e bび葛篭ど重言発雷盈ぎ脚＝1り㍑Se匂

写醜貌忠監¢乙蔓号1鵡se貰e重患盲門g申

藍詔∋節恕語； 級甑㌘岱艶朗℡冨轡書．も諾e書句等級約監書噂S息㌘昆裏芸桃色紬㌻芸0も

望私監駁寂習
電旦∋閤普な為蛋義経雷
電還誘電奄＄息e臨書閃g

宅詔誘欝曽曹ゼ伊納霊芝盗る益鳥紹㌢盈蔓鑑書ほCk，

藍亀∋瀦警務鷲
藍慧澄ま恕め

電6誘発ね鮒抱招写紆逸書署濁音暑盲冨

質さ 監鮎海鼠闇等の磯費の説明、ヨ訝ピ芝触夕農学 3：＄8～3：58p。臥

済¢研究協畿全 霊…5Q軸亀芸5昏細や弼勾

盈昏会場餞副駿農技鰭

望昏鮎鮎鬼曙悉藍髄藤 監党簸き挨拶
語世授業者藍観儀裕開発藍、譲緩霊草

司会：畏谷きぎ篭寧日則

畠室数簡の抒成監芸藍豊な協議なカ為亭が済ちず、既成畿留凝利用も授業の手簡
藍豊句哲馨な感官義教紺を叫噛寮監這緑晋督皆海曹の畿の緒習芸濃容顔のペ即諾慣行
わ皆磯◎授業戯遼寧常習増小雪ギザ蜘を餞顎君予謁軒をす葛¢ デス蔓ゝの結果

豊霊詔影瞥認脚靡藍芸冨語録容貌凝◎芸の亀済かる始め勉邑雷かり習、私自身が礪

′払者畿の習海凝々謬教義蚤琵琶藷3靭汲も馬◎
亀匂 隠噂勒富者電波野 博愛塵謬の評

者驚喀接戦さ畿紺母機電蓄蠍謬習蠍閻魔が姦萄G

竜野藤党盤豊紙露語撃螢も鴇苛も確・冨勺盗聴農芸も畠も㌔監野禽凝尊免、菅純忠噌農
篭這習なが馬琴民璧e窃g悶竃患竃⑳悶海亀狩『¢こ竜も篭だ色盲0閃かの鰐繚段階を明確急こ♭ぞや葛
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藍£も、◎曙飛電應凝鰐晋の農芸軍営曽ぜ轡蜘監護有効⑳蕾矛も藍芸よ謬嘗ぶ受渡ミ芸も
爵潜め誤り沿既発夜露窃瀞駿馬◎ ㌢葦璧監嘗頂鼠富篭畜監農畜な感奮旬書写警亀鑑楊督を貰う
泡盛農芸芸濃あ常だが淘監昏済粍組酌量雷急患竜野蟹恕感㌍憂電畳も払なも確度％だ¢睨税関悶義監昆鴬喜窃毛－

が習馨る畠う邑這悪霊なるなも淘¢

閑速乾紺豊孟も海葛篭富＆東嘲感随の畿紺習慣咤句読恕の練習覆亀汐タぬら・恥部顎
雷鴇憲教科番も鷺娘常澄漁恕も淘惑芸歴亀姦苺⑳

プ鴇脚ド曽霊ア沿銅管頭蓋亀、田富潜葛悶選亀芸習も海雷電豊海済々の蓋謁磨頭書鼠の蟹鍋電混

ぜ愚か亀蕊、政経の学習漁業笹喝。露』常澄ぶ蕊惑星芸晋る⑳
亀⑳ 研究協済蛋質疑応答∋
超慈宅ヅ芸宅細》… 芸の学校監窺駿東縮罵鞠場ヨ習悪霊雷欝緒曝恕冤寧緒礎
叫静狩済郡嗣雷匿うな詔常態海馬鳥海⑳
泉慌野宅筑液東野紺贋電車喝∋三 ㍑訟沿鷺将星豊芸沿急済ゐ忘ら始笥魚篭雷漆鳥顎警句

磨りあぇ 亀這転虹の使用野鳥筐な時間蚤削り当冨句既琴琵鶉餅凝弼も、
て試行裳箆羞奨め農車⑳車高嘲罵教習の率苛め鮎ヒの位置紺線量蕊今後の鴇緒
言驚選管轟葛藤

中高心貰とち頂笥苛も、藩校豊濃㌔電波橙藍芸濃畏なり淘前劉ヒの授業豊孟■亨誉

勺3貰を冤な態海◎鱗鷺致黎を審監護経歴払冨叫嘩恕お監J誓使う珍
雷増教材愈雪が源⑳ヒ転等常態海馬も海ろ済筍選蔓♭冨、憲恕♭苛まず韻敬啓皆、
最終的農芸監護教科雷監芝買瀾驚番亀倉葛粉礪ぷ駈監芝鷺馨審替る変態泡うやり滞なの

習も畿靭藩境遇渡習鬼苺恕％ 畿登校恕炒駈上も変義なもぅ轡
藩校の月3翠撃藍孟高校の．鼠詫恕藍濃繁閑犠恕沿習海蛍験藍芸遊資な芸藍露ミ予

習～ 低量急場顎冨♭ま恵一歳惑な這恕豊豊弘毅‰淘習濱恕8 菅のよ湧な回り道の
率習旬 済欝語習為義蔓這もか畠鳥感3還召ぷ教科欝農芸も戊苦境ぎ這も硯濠ユる還恕の怨
も馬鹿うな認魚を寛急啓駿馬這恕が萄鰭嗜

加藤藍筑波東野紺罵鞠喝き … 高三習篭ま覿多』聖霊遊資り僚詔習もぎ頂なもー俊高校ミ芸

包鵡 に転覆始める偽悪冨．豊豊抱鸞反応亀番も滝⑳率脚から慣ぬぬ数接が
粗 ♂‘伽 ■ も

『、も戊ゆ 脚 ◆り
九 匂 ，。舶

恰 も 匂 ゎ

怒ヨ冨

皇がっ冨音昔時藍雷句驚う態馬う芸歴亀慧恕宅・怒るう◎
石塊蛋啓発砕き … 芝

蕾野鶴雪嶺寸喝き冨 中三を盟時間給笥嘗も海馬が淘驚こ習患濃亀惑聯
翰ょぅな嶺豊漁胡わを考藷、驚も淘愚か◎

邑 筑盲

3患『盲暑中＄忠霊も璧野蛮悶㍍喜急患璧蔓頂憂悶冨藍済影ダ常設放きを経っ嘗もー葛招申◎高
尚冬普戯聴解力聴音短の勉めの幾組習包冤法囁済胃増・警もデブ♭プア鵡、ジかから
見習首び雷鳥青息息豊富習遜萄◎鷺を問灘鷺宥恕表．矛な芸歴が行落語甑ぞも為るか
夜警漆3駿苺窄もも馬箋も竜馬な完売を旛駈驚姦葛⑳

恕輝者宅五十鷺書芸葦琵句敬鞠穐》
浅野 停電説破衆議 阿部宗・晋雷電謁窓恕鍔済き 石丸玲子蛋簡発車う
尭謄もぅ曽み宅嗣欝崇高∋ 覆審 放電びこ伽き 竜田騨済闘済波売約罵篭考喝）
三顧磁樹蛋習芸柳遜 免羅野寵愛済療尭紛猥的場き

璧荒蔓曇喜冨…芸監芸…漂感暫済驚勾豊軍票遠野姦墓誌竃篭
畏馴看守鰐則蛋読破尭夢緒展絢場蓄 電雷語録…率樹》
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19 魯 9年庶L L教室使用者び当衆

日 ・－

早 朝 1 2 3 4 底絡み 5 6 担当 使用者 鰭 考

月 1B 1C 1A 加藤
∂学部こ凌泳（鶉締）

火 （lC

（2A

1Å

2B

lB）

2C）

（さB 3C 3A）

長谷川
加藤

中村

水 （3B 3 C 3Åさ

2 4 22 2i》
∂琴輝こ澄♯

（遊d時間）
（28 新 村

木 （11 12 13 14〉

王A

2B

1B）

2C）

尾 餞 せ蘇】塾使節
、〈31

く2A

く3C

与3

3A

32

3B〉

き4〉

（1C

熊

加藤

久韓野

中村

金 く13

22

2C

12

23

2B

3Å

24

2A）

3B

11

＄C）

14〉

21〉

辻

稲岡

久保野

中村

土 2A 2 B 買C 加 藤 ∂琴期こ／々鋒野
丁
l

暮

I

l

く） → 隔週 く 〉 叫 優先
（） → 予備

＜連絡・引轟継ぎ寧項等＞

－177－



ユ．9 9 0年威L L緻盤健周裔打当毒鞄

日 ｛・

早 朝 1

l

2
享

8 4 昼休み 5 6 抱当 使用脅 備 考

月
∴・．・：・：t二÷：∴■

古 賀
二ご

火 車重． …薄楽章三妻…
・々l

谷 口

永

；；；；；署；草；；；； ‡；；言‡；芳三¢；三；；；

谷口

古賀

水 尾 噂

金 く1C

く21

1B

く3A

22

3B

く11

23

く34

土Å〉

3C〉

32〉

く33

14〉
24〉

31〉

音数

久保野

中村

辻

加藤

沓口

土 く2A 2C

くエ3
く33

く34
31〉

3写〉

2玉〉

12〉

中村轟

中村

加藤

谷口

＜連絡・引普縫ぎ事項等＞

－178－




